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えっ？

多読は
「モチベーションを高める」
以外にも効果があるの？

流暢さも
育成してくれる



理想的な語学カリキュラムの４つの要素
(Nation, 2007)

意味重視の
インプット

意味重視の
アウトプット

言語Itemの
学習

流暢さの育成

個々の言語Item
にこだわらない

個々の言語Item
にこだわらない

個々の言語Item
の学習

既に習った事を
流暢に使う練習

*多読
*多聴など

*オーラルプレゼ
ンテーション
*自由な作文など

*文法学習
*フラッシュカード

*精読など

＊4/3/2スピーキング

＊すごく簡単な
本を使った多読
＊速読など

不足 不足
時間を
かけすぎ

超不足

(Grabe & Stoller,2019)
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(Grabe & Stoller,2019)



流暢でない読みから流暢な読みへ

私たちが読んでいる時３つの事がおこっています。

• 注視（特定の言葉に目が留まる）

• サッケード（これから読むところに目がジャンプする）

• 後戻り（既に読んだところに目が戻る）

注視が多くて、長い。

後戻りが多い。

流暢でない読みの場合

リズムがあって（速くて）
頻繁に止まらずに
前に前に読める様に



「なぜわざわざ指導して流暢さ
を育てなきゃいけないの？」

と思われる方々へ
Widdowson (1990, p. 163)

“[T]he whole point of pedagogy is that it is a way 

of short-circuiting the slow process of natural 

discovery and can make arrangements for learning to 

happen more easily and more efficiently than it 

does in natural surroundings.” 



読みの流暢さの指導を受けた学習者の声

Tabata-Sandom (2017,p.125)



読むのが
遅い

楽しめない

沢山読めない

わからない
読むのが
速い

沢山読める

よくわかる

読むのが
楽しい

読みが流暢になれば
（速く読めるということは）1

(Nuttall, 2005)

力の無い読み手の陥る負のサイクル いい読み手が満喫する望ましいサイクル



読みが流暢になれば
（速く読めるということは）2

語彙や文法の
処理が無意識
にできるよう
になる

頭の中で他の
材料を駆使す
る余裕が生ま
れる

語や文法
の処理

背景知識・経
験・推測など
フル活用

無意識
にできる

(e.g., Conklin, et. al.,2018)



•内容理解が高まる。(Kuhn & Stahl, 2003)

•もっとたくさんの文章が読める。

•学習者の選択幅が広がる。

読みが流暢になれば
（速く読めるということは）3



具体的な話 － その１

流暢さ育成の流れ

音読の流暢さ
を育成

黙読の流暢さ
を育成

飛ばし読みの
練習

• 繰り返し読み
• ペア・リー
ディング

• 4/3/2読み
• 音読で多読

• すごく簡単な本
を使った多読

(黙読）

• 繰り返し読み
（黙読）

• 速読

• Skimming
• Scanning



具体的な話 － その２

Nation & Waring (2020）

• 多読のうち3分の1を読みの流暢さの

育成にあてることが望ましい。

• 読みの流暢さの一部分として

速読練習をとりいれるべき。



具体的な話 － その３
Nation & Waring (2020）

流暢さの育成のアクティビティのための条件：

• 学習者が読む文章に未知語がない。

• 速く（効率よく）読もうとする状況を作る。

• 学習者の注意は文章の内容理解に注がれる。

• たくさんの量をこなす。



多読の定義－理論と実践の融合！
Nation & Waring (2020）
実証研究に基づく理論
適切なレベルの文
章を読む

未知語は２％*

理解を伴った読み 辞書は殆ど使わ
ない

たくさん読む レベルによるが、
1日10分

一人一人で読む それぞれ違う本

黙読 各自声に出さず

粟野他（2012）
実践に基づく主張

一人一人が、それぞれの本
を選び、

4つのルールにそって
（やさしいレベルから、辞
書をひかないで、等）
たくさん読む。
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